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１ 
 モラエス(Wenceslau José de Sousa Moraes, 1854-1929)は、同時期に日本に滞在し没したラ
フカディオ・ハーン（Patrick Lafcadio Hearn, 1850-1904）を尊敬し、ハーンと同様に盆踊り
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 そしてここで注目したいのは、計 14 年の日本滞在のうち、前半に書かれたこれら
の文章には常にギリシアの影が付きまとっていることである。・・・ 
                                                   
7 花野富蔵『定本モラエス全集Ⅰ』（集英社，1969(昭和 44)年），pp. 105-106。 
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